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６
月
議
会
報
告

おぜき栄子・鳥井やすこの議案に対する賛否

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

会期は、６月１０日から６月２８日の

１９日間でした。

主な議案

①手数料条例の改正

②災害弔慰金支給条例の改正

③介護保険条例の改正

④こども夢基金条例の制定

⑤放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する条例の改正

おぜき 鳥井

第４号 一般会計補正予算（第２号） 〇 〇

第５号 手数料条例の改正 〇 〇

第６号 火災予防条例の改正 〇 〇

第７号 災害弔慰金の支給等に関する条例の改正 〇 〇

第８号 介護保険条例の改正 〇 〇

第９号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する条例の改正 〇 〇

第１０号 こども夢基金条例の制定 〇 〇

議　　　案
賛否

介
護
保
険
料
の

軽
減
を
実
現
！

介
護
保
険
条
例
の
改
正
（
19

年
度
）
は
、
３
月
議
会
で
も
、
報

告
し
ま
し
た
介
護
保
険
料
が
第

１
段
階
～
３
段
階
（
14
段
階
）
ま

で
の
低
所
得
者
の
方
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
財
源
を
消
費
税
増
税

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
が
こ
れ

ま
で
の
市
民
か
ら
の
要
望
を
一

定
部
分
で
す
が
介
護
保
険
料
の

軽
減
を
実
現
を
さ
せ
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
、
２
年
間
で
軽
減

さ
れ
ま
す
。

介護保険料の軽減額（年・円）

一
、
消
費
税
増
税
を
理
由
に

公
共
料
金
の
値
上
げ
！

市
は
、
７
月
23
日
に
行
わ
れ
た
全

員
協
議
会
で
、
消
費
税
10
％
増
税

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
10
月

１
日
か
ら
公
民
館
な
ど
の
使
用
料
、

水
道
料
金
、
し
尿
処
理
、
ご
み
処
理

な
ど
の
手
数
料
、
公
共
料
金
49
件
の

引
き
上
げ
を
発
表
。
こ
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
市
民
へ
の
影
響
は
、
千
四
百

万
円
の
負
担
増
で
す

小
山
市
で
は
、

市
独
自
の
使
用
料
金
な
ど
の
引
き

上
げ
は
、
し
な
い
。
栃
木
市
は
、
現
在

５
％
分
の
消
費
税
を
転
嫁
し
て
い
る

使
用
料
な
ど
は
、
３
月
ま
で
引
上
げ

を
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
９
月
議

会
に
引
上
げ
の
条
例
改
正
案
は
、
上

程
さ
れ
ま
す
。
市
民
負
担
を
強
い
る

公
共
料
金
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

値
上
げ
は
、
見
合
わ
せ
る
べ
き
で
す
。

二
、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
駅
総
額
９
．
４
億
円

し
か
し
、
近
隣
で
働
く
住
民
は
、
「
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
時
は
、
１
時
間
以

上
前
に
家
を
出
な
い
と
始
業
時
間
に

間
に
合
わ
な
い
渋
滞
緩
和
に
な
っ
て

い
な
い
」
と
切
実
な
声
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
集
中
豪
雨
時
の
冠
水
対
策
、
迫

間
自
然
観
察
公
園
の
賃
借
地
の
更

新
も
中
止
し
、
駅
前
を
活
性
化
す
る

ど
こ
ろ
か
後
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
駅
舎
を
多
額
の
税
金
を

か
け
て
造
っ
た
か
ら
に
は
、
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
最
善
の
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

7
月
23
日
全
員
協
議
会
で
、
市

は
、
公
共
料
金
の
引
上
げ
と
あ
し

か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
駅
費
用
負

担
に
つ
い
て
、
発
表
。

２
０
１
８
年
４
月
に
開
業
し
た
あ
し

か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
駅
の
市
、
県
、

Ｊ
Ｒ
負
担
額
が
９
億
４
４
０
０
万
円

に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
残
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
改
修
費

１
億
６
４
０
０
万
円
が
確
定
し
、
市

の
負
担
総
額
は
、
5
億
５
０
０
０
万

円
。
予
定
額
１
５
億
円
の
６
６
％
の

費
用
総
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
は
、

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
駅
が
で

き
て
、
駅
周
辺
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
一
定
の
渋
滞
緩
和
や
Ｊ
Ｒ
駅

利
用
者
の
増
加
と
な
っ
た
と
説
明
し

て
い
ま
す
。

あしかがフラワーパーク駅の費用負担割合

総額 足利市 栃木県
ＪＲ

東日本

駅舎等工事費 6.3億円 2.8億円 1億円 2.5億円

駅前広場整備費 1.5億円 1.5億円 ― ―

システム改修費 1.6億円 1.2億円 ― 0.4億円

合計 9.4億円 5.5億円 1億円 2.9億円

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

特
定
健
診
料
の
無
料
化
を
！

申
し
込
み
郵
送
料
無
料
に

お
ぜ
き:

特
定
健
診
受
診
率
の
低
い

４
０
代
、
５
０
代
の
加
入
者
の
勤
務

先
の
事
業
所
に
働
き
か
け
、
従
業

員
に
受
診
の
指
導
を
す
す
め
、
集

団
検
診
の
申
し
込
み
に
62
円
切
手

が
必
要
だ
が
無
料
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

当
局:

事
業
主
か
ら
声
掛
け
を
し
て

頂
く
こ
と
は
有
効
な
方
法
で
あ
り
、

本
市
も
働
き
か
け
た
い
。
切
手
代
も

令
和
2
年
以
降
に
検
討
。

お
ぜ
き:

特
定
健
診
受
診
率
の
目
標

値
、
２
０
１
６
年
５
０
％
、
２
０
１
７

年
６
０
％
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
利

便
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
佐
野

市
は
今
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
を

無
料
に
し
た
。
足
利
市
も
無
料
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局:

総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
研
究
し
た
い
。

特定健診の受診率
１
．
国
民
健
康
保
険
制
度

年令 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳

男性平均 14.3% 17.8% 30.0% 42.4%

県同平均 16.7% 19.4% 31.8% 39.1%

女性平均 18.4% 28.4% 41.5% 51.9%

県同平均 20.9% 26.8% 39.0% 42.3%

＊足利市の国保加入者の特定健康診査（特定健診）は、４０歳
から７４歳までの対象者。男性は、４０～６０歳代県平均を下回る。
女性は、４０歳代を除く全てで、県平均を上回る。

足利市３５．５％ 県３４．５％
（２０１６年・足利市国保データヘルス計画から抜粋）

↓裏面に続く

軽減前 2019年 2020年 軽減額 軽減率

第１段階 26,200 22,900 19,650 6,550 25.2%

第２段階 42,500 37,600 32,750 9,750 22.9%

第３段階 49,100 47,400 45,850 3,250 6.6%

猛暑の中、街頭から市政報告を行う



鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

困
難
な
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
支
援
を

鳥
井:

核
家
族
化
・
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
ご
み
出
し
が
困
難
な
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
足
利
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

当
局:

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
の
「

高
齢
者
く
ら
し
の
お
手
伝
い
事
業

」「支
え
合
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」等
を

実
施
し
て
い
る
。

鳥
井
：
近
隣
で
公
で
ご
み
出
し
支

援
し
て
い
る
自
治
体
を
具
体
的
に

聞
き
た
い
。

当
局
：
近
隣
で
は
、
佐
野
市
、
桐

生
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
。

鳥
井
：
地
域
で
の
支
え
合
い
を
否

定
し
な
い
が
、
地
域
任
せ
に
せ
ず

自
治
体
が
働
き
か
け
を
し
て
い
く

姿
勢
を
求
め
る
。

３
．
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

２
．
南
幸
楽
荘
の
設
備
改
修

１
．
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保

足
利
市
は
、
迫
間
自
然

観
察
公
園
（
１
５
㏊
）
の
う

ち
、
５
㏊
の
借
地
を
賃
貸

借
契
約
を
や
め
、
大
半
が

借
地
で
あ
る
迫
間
湿
原

を
放
棄
。
貴
重
な
植
物
が

生
息
す
る
湿
原
を
守
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

お
ぜ
き
：
資
格
証
の
発
行
率
が
県

内
第
３
位
、
発
行
を
減
ら
す
努
力

を
し
て
い
る
の
か
。

当
局:

資
格
証
は
少
し
で
も
減
ら
し

た
い
。
被
保
険
者
間
の
負
担
の
公

平
を
図
り
、
法
令
に
基
づ
い
て
適

正
な
処
理
に
努
め
る
。

お
ぜ
き:

資
格
証
を
発
行
す
る
前
に

夜
間
を
含
む
相
談
体
制
の
確
立
が

必
要
で
は
な
い
か
。

当
局:

納
税
相
談
は
、
滞
納
し
て
い

る
方
に
向
き
合
い
対
応
。
携
帯
電

話
の
普
及
に
よ
り
、
昼
休
み
、
３
時

休
み
に
一
報
を
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を

持
て
ば
、
完
納
に
繋
が
る
。

お
ぜ
き
：
教
育
委
員
会
な
ど
が
実

施
し
た
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
通
学
路
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
65
ヶ
所
。
通
学
路
の
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、
改
修
等
を

国
、
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、

市
独
自
の
撤
去
、
改
修
の
補
助
制

度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
原
則
、
所
有
者
の
方
が
管

理
。
現
在
、
国
や
県
、
学
校
関
係

者
で
足
利
市
通
学
路
安
全
推
進

会
議
を
設
置
、
建
築
指
導
課
も
参

画
。
適
宜
道
路
管
理
者
、
警
察
、

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
協
議
し
、

補
助
制
度
と
合
わ
せ
て
危
険
防

止
に
つ
い
て
検
討
。

宇
都
宮
市
、
佐
野
市
な
ど
6
市

が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
改
修
の
補

助
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
足
利

市
に
求
め
ま
し
た
が
消
極
的
な

答
弁
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
井
：
本
市
の
生
活
路
線
バ
ス
の
人

口
カ
バ
ー
率
は
ど
の
程
度
な
の
か
？

ま
た
、
そ
の
算
出
に
当
た
っ
て
高
齢

者
の
移
動
可
能
な
範
囲
を
加
味
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

当
局
：
Ｈ
29
年
度
の
「
と
ち
ぎ
の
公

共
交
通
」
の
調
査
結
果
と
し
て
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
（
鉄
道
と
生
活
路
線

バ
ス
）
の
カ
バ
ー
率
が
79
．
８
％
で
あ

る
。
高
齢
者
の
移
動
に
つ
い
て
考
慮

し
た
も
の
で
は
な
い
。

鳥
井
：
バ
ス
の
み
で
の
人
口
カ
バ
ー
率

に
つ
い
て
独
自
の
調
査
を
行
う
予
定

は
な
い
の
か
。

当
局
：
独
自
の
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
鳥
井
：
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
人

口
カ
バ
ー
率
79
．
8
％
は
栃
木
県

内
25
市
町
の
中
で
下
か
ら
7
番
目

と
な
っ
て
い
る
。
上
位
14
市
町
に
つ
い

て
は
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
事

を
考
え
る
と
、
足
利
の
状
況
は
良
い

も
の
で
は
な
い
。
今
後
、
カ
バ
ー
率
を

上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

鳥
井
：
昨
年
夏
か
ら
故
障
し
て
い
る

、
入
浴
施
設
と
大
広
間
の
エ
ア
コ
ン
の

設
備
改
修
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

当
局
：
大
広
間
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
3
月
に
4
台
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置

済
み
。
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
現
在

も
利
用
中
止
の
状
態
。
代
替
措
置

と
し
て
東
幸
楽
荘
へ
の
タ
ク
シ
ー
送

迎
を
行
っ
て
い
る(

要
予
約)

入
浴
施

設
の
改
修
予
定
は
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

鳥
井
：
南
幸
楽
荘
の
入
浴
施
設
が

使
え
な
く
な
っ
た
事
で
の
利
用
者
数

の
変
化
は
あ
る
の
か

当
局
：南
幸
楽
荘
が
減
っ
て
い
る
が
、

東
・
西
・
北
の
幸
楽
荘
の
利
用
者
が

増
え
て
い
る
。

鳥
井
：
他
の
幸
楽
荘
に
行
く
事
が
で

き
な
い
利
用
者
も
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
調
査
は
し
て
い
る
か
？

当
局
：特
に
し
て
い
な
い
。

資
格
証
を
廃
止
し
、

相
談
窓
口
設
置
を
！

２
．
防
災
対
策

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
化

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
・改
修
の

補
助
制
度
を
急
げ
！

当
局
：
Ｈ
31
年
度
か
ら
「お
で
か
け
創

造
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
な
ど
を
始
め
て

お
り
、
カ
バ
ー
率
を
引
き
上
げ
て
い

き
た
い
。

鳥
井
：
自
動
車
の
運
転
を
止
め
、
運

転
免
許
を
返
納
す
る
高
齢
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
交
通
手
段
の
選
択
肢

を
増
や
す
取
り
組
み
、
近
隣
市
と
比

較
し
て
充
分
に
確
保
で
き
て
い
る
の

か
？

当
局
：
障
害
者
向
け
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
「
お
で
か

け
創
造
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
で
地
域
と
一
緒
に
交
通

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鳥
井
：
高
齢
者
向
け
の
施
策
は
、
足

利
市
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
有
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
を
支
え
る
子
ど
も
世
代
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
も
貢
献
す
る

。
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の
施
策
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
希
望
す
る
。

市
は
、
「
滞
納
相
談
は
、
行
っ
て

い
る
。
連
絡
さ
え
し
て
頂
け
れ
ば
」

と
市
民
の
行
動
を
要
求
し
て
い
る

が
、
催
告
書
、
給
与
の
差
押
え
が

前
面
に
出
て
い
る
状
況
の
中
で
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

八ヶ岳・みどり沼にて

高
齢
者
施
策
の
充
実
で

地
域
経
済
の
活
性
化
を

入
浴
施
設
の
改
修
を
早
急
に

3.

自
然
保
護

迫
間
自
然
観
察
公
園

貴
重
な
植
物
が
生
息
す
る

迫
間
湿
原
を
守
れ
！

利用者数 幸楽荘年度別利用者数

＊人口カバー率とはバス停から３００ｍ
以内、鉄道駅から１．５㎞以内に住む人
口の割合を表す。

参院選・東京選挙区で当選した吉良よし子議員と
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南幸楽荘 東幸楽荘 西幸楽荘 北幸楽荘

平成27年度

平成28年度

平成29年度
平成30年度

人口カバー率
足利市 79.8%
佐野市 77.9%
栃木市 100.0%
小山市 95.8%
下野市 100.0%
栃木県 90.0%

全てで、県平均を上回る。

鳥
井
：
東
西
北
幸
楽
荘
に

比
べ
、
早
い
時
期
に
建
設
さ

れ
た
南
幸
楽
荘
は
ほ
か
に

も
老
朽
化
が
目
立
つ
状
況

だ
が
、
こ
の
ま
ま
朽
ち
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
方

が
継
続
利
用
で
き
る
よ
う

に
早
期
に
改
修
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
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